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　経費各種のm究のうち約孚敷は委託m究であつて，

その年間豫算は約3億6千萬圓である．その他は，工科

大學それ自身の贅金および民間會肚および政府からの補

助金によつて賄われている．

　研究分野　工業化學，化學，土木工學，電氣工學，敷

9・機械工學，冶金工學，物理學．

　石炭研究所　（Coal　Research　Laboratory）上記は工．

理學部（Co11ege　of　Engineering　and　Sience）にっい

ての事項であるが，カーネギー工科大學には，石炭研究

所・金周研究所・石油Pt究肺鮒置されてV・る．石炭er

究所はユ930年に設立されたもので，石炭およがその製

品についての総合研究を行つている．輕費の大部分は昆

問産業からきて・大學は敷地その他を提供している形に

なつている・現在・主任研究者は23名，石炭の炭化，

燃嶢・ガス化，水素添加，酸化等について研究してV、る．

金嗣究所（M・t・1・Research・L・b・・at・ry）1924年

の設立・主任蹴者11名（このうち10名は工理學部
冶金工學科の教官である）およびその他の專任者約65名

が所馬している．

石油研究所（P・t・・1eum　Resea・ch　L・b・・at。，y）こ

こはN・ti・n・I　B・rea・・f　St・nd・・d・から移管された

Am・・ican　P・t・・1・um・ln・tit・t・を聡として，1950年

に設立されたものである・主任研究者7名その他專任

者約20名が碑究に從事している．’
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　　蓮墜方針　ここで行われる研究はすべて政府機關，民

　間企業その他の機關からの委託によるものであるが，委

　託硯究の實施によつて委託者に直接の利益を與えること

　と，大學としての灘育，特に高度の教育の分野において

　貢献しかつ有意義であることとが爾立するように最大の

努力が佛われている．したがつて，工學上あるいは科學

上基奉的に重大な窓義がある研究であり，かつ學術また

は技術に著明に貢献するであろうこ≒が豫想され，さち

に時間的制約または成果爽表上の剃約がなく，普通に入

手し得る施設ならびに人員をもつて實施し得る研究を最

優先的に受け入れる．委託研究について要求する紹費

は，鍵費主義で算出するが，碑究に必要な直接的経費の

’ほかに，蓮瞥費，設備やスペースなどの使用のkめに見込

む費用などを加算する．特許に關する取極めは，…委託研

究の契約をするときに個々の揚合に鷹じて定められる．

　研究陣容　現在の研究者敷は75名，その内認は，化．

學および工業化學20・冶金學25，機械工學4，物理學

14，電氣工學5，土木工學3である．　　　°

　経費　1949－50年度の年間経費は約1億4千萬圓．

（相はcの字鮒鯵贈つrn・t」・一細購

i　m似朽フィクツ灘装置の研veuむ

レ　　　第3部森鵬究室
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

｛瞬電話交換機では加入都らの呼一（。ビ）に從つ

iて・纏腋の相手方の加入叡接綾するために，多

lXの働スイ・チ鞭用して・・る．このスイ。チの歎

i（したがつて中ue線の敷）が＋分でな・・と，相手加弐

i謝でないのに，徽不能・なつて話中と同じ糠に

iなる聯が大きくなるが，繍的の考慮も加えて，接
i績不能に嫡聯（こ纏呼榊と・・う）がある小さV、

i値以下になるようにスイ。チの歎を定めるのである．

1　一方スイ7チの歎が同じであつても，その接綾方法

iによつて呼樽が大きくも小さくもなるので，聡能

i率のよい接綾方法を求めることが問題となる．ある接

騨方灘與えら糠とき・V・ろいろの頻度の呼燭し

iて呼損率がどんな値になるかを計算ナることは不可能

iではなV・が・きわめて複雑な計算になつて，多大の勢

；力塒間と硬するた峨用的でな・・．これ濃験的

｛崎うには膿勲臨局にはいつてくる呼を利肌
｛てやるの竜一案であるが，實際の呼は日々時々攣動が＼

iあるので…つも同嚇果が得られるとゆ・と醐

i待できない．そこで頻度が實際の呼乏同ii）法則に從う

1ような・砂も臆の牌に臆の鍛の竜のが得ら
｛れるような呼の螢生装置（これを擬似トラフィック登

i生難卸・う）が必要になつてくる．

1こ・＊うな難としてはいろいろ魅のPt・考え鉢

る・たとえば宇宙線は頻度の分布が電話の呼胴様の｝

ものであると考えられるので，ガイガー計敷管の放電i

をパルスとして，交換機のスイ、ッチを動作させるのに　1

利用すればよ・・．．また抵耀畷生する籍も同様な｝

頻度分布を有するものと考えられる．　　　　　　　噛1

當第3部の森縮究室ではこの擬伽ラ。，。嬢i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「生装置を完成する目的で，昨年から電氣通信省電氣通i
信硯究所と協力して，．i維書によるインパルス獲生装置　i

につ・・て實験を重ねてきた．抵抗の熱じよう雛翫i

難憂難！芸黎2Σ雛嘉肇二翻i

警難罐鷺撃灘甥雰耀凄箪頚撃i
ることを確かめることができたので，これを擬似トラ　｝

・イ・ク獲蝶置として使用できることが確實になっi

た．實用に供するためには安定度が問題で，電源や抵　i
抗髄について目下改良を加えつつある．　　　　　　　i

この擬似・ラ・・。壌蝶詠よれば，簸の交i

換機噂・呼の鍛の鮪倍の殿欝ることも容易L
にできるが，スイッチそのものの庶動時間に限度があsi
るので，こ糖鞭な電子管回路で置換することカ、でi

きれば，實際のスイッチを利用する揚合の敷百分の一・・’ti‘

の時間で實験を行うことができて，能率の却・接綾方i

法を求めるためにもすこぶる好都合になる．今後この　1

方面へ嘱究を進めて・・く豫定で準備中である．　i
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